
海抜ゼロメートル地域と地盤沈下地域における適切な排水対策
○ 東海地域は、我が国最大の海抜ゼロメール地域である濃尾平野を抱え、また、高度成長期には地下水利用によ
る地盤沈下が進行しており、集中豪雨による洪水など排水対策に苦慮してきた地域

○ さらに、これらの地域は、東海・東南海等地震の被害想定範囲に存在しており、計画的な更新整備に併せ、適
切な耐震対策も必要

◇ 昭和36年以降の累積沈下量等量線図 (単位：cm)◇海抜ゼロメートルの範囲

資料：東海三県地盤沈下調査会（H28.8）

◇尾張地域の豪雨被災の状況

資料：東海三県地盤沈下調査会（H28.8）

主なゼロメートル地帯の面積

濃尾平野 395k㎡

筑後・佐賀平野 207k㎡

新潟平野 183k㎡

関東平野 134k㎡

平常時からポンプ排水が必要

（昭和36年2月～平成27年11月）

◇地域排水の状況

海抜 ０ｍ（Ｔ．Ｐ．±0ｍ）以下の地盤域

大潮における平均干潮位（Ｔ．Ｐ．－1.37ｍ）以下の地盤域

Ｔ．Ｐ．－2.00ｍの地盤高線

大潮における平均満潮位（Ｔ．Ｐ．＋1.20ｍ）の地盤高線

海抜

（４）農業農村整備事業
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８．スマート農業の展開

53



（１）スマート農業の将来像
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（２）農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例

〇 耕うん整地を無人で、施肥播種を有人で行う有人

無人協調作業を実施（2018年市販化予定）

〇 慣行作業と比較した省力化効果や作業精度等
について検証するとともに、リスクアセスメントに
基づく安全性の評価を行う

取組概要

〇 １人で複数台（現状最大５台まで可能）のトラクター
を操作可能 （オペレーター１人分の人件費を削減可能）

〇 限られた作期の中で１人当たりの作業可能な
面積が拡大し、大規模化が可能に

自動⾛行トラクター 北海道⼤学、ヤンマーなど（北海道岩⾒沢市）

内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）「次世代農林水産業創造技術」において開発中

（株）クボタ
機械名：アグリロボトラクタ[SL60A]

価格：970万円（基地局なし）
H29.6試験販売開始

システムの導入メリット
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（３）農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例

56



（４）農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例
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